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明照幼稚園って、どんなところ？どんなことを考え、
子どもを育てているの？幼稚園の生活は、どのよう
な流れ？大切にしている事は何？…私達、明照幼稚
園の”想い”と”生活の様子”をご紹介します。

　幼稚園の歴史 
　　　　なぜ、歴史を大切にするのか～幼稚園の原点 
　教育目標 
　　　　目指す「子ども」像…そして「人間」としての姿 
　園の環境 
　　　　子どもを育む自然・環境・そしてスタッフ 
　保育形態と内容 
　　　　教育目標を達成するための構成 
　「遊び」の捉え方 
　　　　子ども時代＝遊びの時代、という考え方 
　１日の生活 
　　　　幼稚園で過ごす、子どもの１日 
　様々な行事 
　　　　なぜ行事を行うのか。行事に現れる心 
　お弁当・課外・講演会 
　　　　正課をフォローする活動 
　子育て、一緒に… 
　　　　未就園児活動と子育て支援 
　広報・保護者連携 
　　　　保護者にとっての幼稚園
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人生を楽しみ、主体的に社会を作る子どもを育てるー明照幼稚園
幼稚園の歴史

　「歴史」はなぜ大切なので
しょうか？それは、一言でい
えば、「原点にたちかえる」
ことができるからです。仕事
でも子育てでも、何かに迷っ
たり見失った時、立ちかえれ
る原点があれば、それを見据
えて進んでいくことができる
からです。 
　初めてわが子に出会い、親
となった、「あの日」の感動
を思い出すことは、誰もがで
きるはずです。そして、その
ことで日々の（ときに思い通
りにならない）子育てを、ま
た新たな気持ちで続けていけ
るのではないでしょうか。 
　明照幼稚園は、大正１３年
４月に開園しました。前年の
関東大震災（場所によっては
子どもの３分の１が亡くなっ
たそうです）を越えた時、創
立者の光圓寺住職が、「これ
からの社会を作っていくにあ
たり、お寺ができる社会貢献

は幼稚園を行うことである」
と考え、明照幼稚園は生まれ
ました。 
　その後、戦争で再び東京が
焼け野原になりましたが、こ
の時も「たくましく未来を
作っていける子どもを育てな
ければならない」と、多くの
方々の協力を得て幼稚園は復
興されました。 
　当初は光圓寺付属の幼稚園
でしたが、現在では学校法人
立となり、地域の多くの方々
に支えられて今日に至ってい
ます。 
　また、子ども達の住環境の
変化に対応すべく、近年では
施設の整備や預かり保育の拡
充にも力を入れています。 
　長い伝統を誇るだけでな
く、常に「子どもの成長ため
に、今必要なことを」と、時
代にあった教育内容・方法を
取り入れています。

　歴史とは、幼稚園の「原点」です。関東大震災を経て創立された明照　
幼稚園は、本年で１０２周年を迎えました。その出発点は、「お寺として
社会にどのように貢献できるか」という大きな願いです。



教育目標・園の環境

　明照幼稚園では、目指す子
どもの姿として、「知育・徳
育・体育のバランスある成長
をする子ども」をあげてきま
した。これは日本の教育の伝
統的な考え方で、子どもの全
人的成長を、３つの側面から
見ていこうというものです。 
　そして、さらに子どもの内
面に備えているものを注意深
く見ることで、３つの要素が
あることに思い至りました。
「周りの人たちに信頼と愛情
を持つ（横の広がり）」、
「日本の文化・歴史に根っこ
を持つ（縦のつながり）」、
「やってみたい！できるよう
になりたい！というエネル
ギーを持つ」。これらは近年
注目される「非認知的能力」
でもあります。 
　自分の周りとしっかりした
関係を持ち、エネルギーを持
つ子どもが、先に挙げた姿を
もって現れると考えていま
す。そして、それが幼稚園の
究極の目的＝人生を楽しみ、

主体的に社会を作る子どもに
なっていくと考えています。 
　幼稚園ではそのために、
様々な環境を整えています。
令和８年度の在園者は約９０
名。年少組は２クラスに編成
されています。敷地は、約
2,500㎡あり、お寺のシンボ
ルである銀杏をはじめ、桜や
楓、四季折々の花が目を楽し
ませ、池には鯉や金魚、メダ
カや水生昆虫がいます。セミ
やトンボ、ダンゴムシに至る
まで、植物相・生物相ともに
とても豊かです。 
　人的環境としては、園長・
副園長はじめ教諭１０名・保
育助手3名、非常勤職員がお
り、それぞれ責任感と個性・
課題意識を持って「子どもの
成長のために何ができるか」
と日々考えています。 
　園の規模とも相まって、子
どももおとな全員の顔と名前
を知っているような、温かい
環境になっています。

　子どもの成長は、常に全人的です。知育・徳育・体育はその３つの
側面です。そして、それをささえる「根っこ」を大切にします。園の
環境（時間・空間・人間）は豊かであること・暖かいものであるこ
とを心がけています。
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保育の形態と特色ある内容

一斉保育 
　朝の会・歌・お絵かき・せ
いさく・運動・集いなどのカ
リキュラムを組み、バランス
を重視した保育を行います。
様々な分野にわたる活動を行
いますので、最初は苦手なこ
とも、繰り返すこと・友達と
一緒に行うことにより、興味
を持って取り組んでいくこと
を期待しています。 

自由遊びの時間 
　登園後のウォーミングアッ
プに加え、１日のうちに必ず
自由遊びの時間があります。
自身の持つ様々な力を試み・
発揮し、成長と新たな好奇心
を得ます。友達との間に生ま
れる協力・挑戦・衝突・譲り
合い・教え教わる経験など、
およそ社会でであう様々な
シーンに出会います。また、
学年を超えた出会い・やりと
りも見られます。 

　「教育目標」で述べた３つ
の側面は、どんな活動にも含
まれています。「知育」は器
用に生活できる子ども、「徳
育」は気持ちよく生活できる
子ども、「体育」は安全に生
活できる子どもをイメージし
ていますが、どこか１面だけ
が伸びることではなく、子ど
もの成長の「現れ方」と捉え
ています。 
　後掲の「幼稚園の考える子
どもの育ち」でも、具体的保
育活動が、どのような理念や
願いへ繋がっているかを示し
ました。 
　教職員も、園内研修会を通
じて「子ども達が試行錯誤し
ながら育つ姿・学ぶ姿」を描
き出し・共有して日々の保育
にフィードバックすること
で、常に「子どもにとってよ
り良い環境を提供したい」と
研鑽し続けています。

　明照幼稚園では、一斉保育と自由遊びの時間を、車の両輪のように大切
なもの、と捉えています。両方が揃うことで、豊かな成長が期待できるの
です。「いまの時代に、ここに幼稚園があること」の意味を考え、願いと
可能性を信じて日々の保育活動を行っています。
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子ども達の成長のプロセス

　子ども達が、習ったり教わっ
た「既存の知識や技能」は、子
ども達の使える力として自ら環
境へ働きかける際の自信にもな
ります。 
　また、友達と相談したり共に
関わることで工夫や上達がお
き、より「自分の実現したいこ
と」が近くなっていきます。 
　自由な活動の中では、遊び方
やルール自体を自分達で決める
姿も見ることもできます。それ
らの経験は再び既存の知識とな
り、活動は循環していきます。

　園内で見られる、多彩な活動の枠組みを示します。また、下記写真は
「人間関係」という分野に注目して、子ども達の成長＝自ら課題意識を持
ち、持っている知識を使い、言葉などでやりとりし、問題を解決すると共
に活動が展開していく＝ことのイメージとしてご覧下さい。
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年少組 

年中組 

年長組 



「遊び」の捉え方

　「幼児教育の父」と呼ばれ
る、ドイツ人フレーベルの時
代から、「遊びは大切」と言
われています。しかし、「遊
び」とは何でしょうか？他の
言葉と同じく、時代により、
地域により、社会によって意
味づけは異なります。 
　私たちも、子どもの育ちに
とって「遊び」はとても大切
なことと考えています。 
　大人には、対置される「仕
事」という言葉があります。
しかし、子どもは違います。
生活自体が「遊びである」と
いう捉え方をしています。勿
論、大人同様の、ゲームで遊
んだり、○○ランドへ行った
りという、「狭義の遊び」は
あるでしょう。しかし、例え
ば幼稚園の大掃除で見られる
子ども達の楽しそうな姿は仕
事でしょうか、遊びでしょう
か？俳句を詠んで、「松尾芭
蕉！」と声を揃えるのは「お

勉強」でしょうか？私達は、
「遊び」とは「経験＝試行錯
誤の中から学び取っていく過
程」という見方であると考え
ています。 
　必ずしも上手くいくとは限
らない。一度言われてできる
とも限らない。失敗してもい
い。何かを学んでいる過程な
のだから。そんな大らかで暖
かい、そしてねばり強い視線
で子どもの生活を見ていくこ
とを、私たちは心掛けていま
す。それ自体を子ども達が資
質として育んでくれるように
願いながらです。 
　人間は、いつも自分の過去
の経験を参照して生きていま
す。楽しいことにしても、そ
うでないことにしても、参照
するに値する経験をたくさん
してほしい。それを保障する
のが「遊びという見方」だと
考えています。

　「遊びとは何か」。遊びの大切さは何となく分かるものの、実は
なかなか難しい問題です。「何をするから遊び、何だから遊びではな
い」という表層的な見方ではなく、「遊びの時代という見方」をす
ることが大切だと、明照幼稚園は考えています。
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幼稚園で見かける、様々なシーン

　年少組さんは、「同じ」こと
を発見するのが大好きです。お
弁当の「ウインナーが同じ！」、
クレヨンの「緑が同じ！」、靴
に「付いているキャラクターが
同じ！！！」と、とても嬉しそ
うに表現してくれます。自分の
ものと他人のもの、それぞれを
比べるという楽しさが、そこに
はあるのですね。この「同じ・
違う」という発見が、子ども達
の観察力・周りに興味を持って
いく原動力になっているに違い
ありません。 

　園庭やヤッホーの大型遊具。
年長組さんは得意ですからスイ
スイ登っていきます。最初はそ
れを見上げるだけだった下の子
たちも、徐々に挑戦するように
なります。裸足になって足を
使ったり、お母さんに手助けし
てもらったり。よくしたもの
で、本人にとって無茶な高さま
では登りません。力ではなく、
怖さや自信といった、気持ちの
部分がとても大きいのですね。 

　何人もが一台のテーブルで作
業する事は多くあります。材料
が多い時には必然的に、自分の
スペースを確保しつつ、友達と
譲り合わなければなりません。
つまり、社会性が自ずとついて
いくようになっているのです。 

　各学年、月ごとに変わる「お
約束カード」。カードを掲げる
先生を見る眼差しは、とても真
剣です。毎日、様々な価値観を
耳にし言葉にし、更に実際に経
験することで、人間として大切
な価値感を養います。 

　明照幼稚園を卒園した子は、
「話せば分かる」という価値観
を持ちます。挨拶から始まり、
「言葉で表現する・それを受け
取ってもらう」という経験を繰
り返す中でこそ、その安心感と
自信を持つことができるので
しょう。それを支えているの
は、しっかりした価値観と「実
際に成し遂げていく力」である
ことは言うまでもありません。

　幼稚園では、毎日いろいろなドラマが生まれています。子ども達は
その中で、様々な「成し遂げていく力」と価値観を積み上げていき
ます。家庭の延長ではなく、教育機関の中だからこそ見られる成長
が、明照幼稚園にはたくさんあります。

人生を楽しみ、主体的に社会を作る子どもを育てるー明照幼稚園



１日の生活
　幼稚園は「社会生活の第１歩」と、よく言われます。多くの人たちが、
それぞれの生活を調整して幼稚園に来るのですから、時刻・時間を守る　
ことは大切です。幼稚園の基本保育時間は４時間ですが、延長（預かり）
保育・外部連携の預かり保育も実施しています。

9:00～9:30 登園時間
～10:15 朝の自由遊び（ウォーミングアップ）
10:15～ 朝の会・言葉の時間（１５分）

朝の会終了～ 主活動（一斉保育または自由遊び）
12:00ごろ お弁当
昼食後 午後の自由遊び
14:00ごろ 降園（学年によって異なります）
放課後 園庭解放・預かり保育・課外教室

（行事開催日等は異なります）
水曜日は午前保育となり、お弁当なしです。（預かり保育は行います） 
午前保育の日の時程は、上記と異なります。 
月に一度「お御堂参り」があります。週１回、体操があります。 
園庭解放は、保護者の監督下に行われます。

預かり保育について 
　幼稚園では、朝保育として８時から１時間、また放課後にも
最大１８時までの「預かり保育」を行っています（年間で約
200日）。全学年の子たちが、一緒に過ごします。共働き家庭
のみならず、「何かのときの安心材料」としてもご利用いただ
いています。また、子ども達の遊びの機会を増やすため、夏・
冬・春休みには「長期休み預かり保育」も行っています。
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長時間預かり保育
　明照幼稚園は、令和７年度より、最長10時間の保育を行っています。こ
れは、幼稚園という環境（空間・仲間）を、より多く子ども達に使ってほ
しい、楽しんでほしいと考えてのことです。「遊びや学びは環境に働きか
けることから」を大切に、かつアットホームな雰囲気を心掛けています。

8:00～9:00 朝の預かり保育
9:00～14:15 （正課保育）
降園時間～ 預かり保育室へ担任と移動
15:00 おやつ
15:00～ 自由遊び・園庭遊び
16:00～ 順次降園（16時、17時、18時）

学期中の預かり保育 
ご利用は「都度（1時間単位）」と「月極（定額）」の2通り。
詳しい費用とお申込方法は、ホームページをご覧ください。 
令和8年度1学期は、全園児の約１割（7～10家庭）が月極で、
全体として1日平均約２０名がこの時間を過ごしました。 

※遠足・始業式等、園の都合により開催しない日があります。 
※年少組の預かり保育は4月下旬開始（予定）です。 
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長期休み中の預かり保育 
　長期休み中は「8:00か9:00」～「14:00か18:00」までの４
パターンでの預かり保育参加となります。日ごとの申込と、月
極申込ができます。（下記は予定を含みます）

令和８年度 学期中 夏休み 冬休み 春休み

日数 164 25 8 5



様々な行事
　様々な行事は、共に作り上げる一体感を味わったり、通常の環境では
味わえない体験をさせてくれる機会です。歴史的に洗練された行事は、
人々の様々な願いが形となって現れたものです。子どもの成長を願う行
事の、何と多いことか。誕生日会もその一端を担います。

４月 花まつり

５月 子どもの日・母の日・春の遠足

６月 参観日・人形劇・めいしょうまつり

７月 七夕・お泊まり会（年長組）・夏季預り保育
１０月 秋季大運動会・ 移動どうぶつ村

１１月 お芋ほり遠足 ・参観日 
おかいものごっこ

１２月 おもちつき・成道会
２月 節分・お遊戯会
隔月 お誕生日会

行事の行われる月は、年度によって多少前後します。 
感染症予防のため、変更の可能性があります。 

○土曜日は、行事開催日以外は休園です。 
○遠足・園外保育については、保護者の方のお付き添いを 
　お願いする場合があります。 
○避難訓練が年に４回あります。 
○学期に１回、体操参観があります。 
○学期の始まり・終わりには午前保育期間があります。 
○上記の他にも、学年ごと等で行われる行事があります。 
○よかったらHP内の「サイト内検索」もお試しください。
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お弁当・課外・不定期イベント

お弁当 
　最近、海外ではむしろ
「Bento」として注目されて
もいます。「顔の見える食
事」を通じ、子どもを大切に
想う、親の気持ち・愛情が伝
わります。子どもの体を作る
のはもちろんのこと、その
心・保護者との絆も豊かにし
てくれるものです。 

課外活動 
①ラックスポーツクラブ 
　正課の時間に比べ、より多
くの量的積み重ねによって、
体育を中心とした子どもの成
長を促します。 

②デザイン教室「りねあ」 
　絵をはじめとする活動にお
いて、製作に留まらず「発
想・構成・発表」を通じて、 
デザインする力を育みます。 

③リトミック 
　年少児を対象とし、「音に
合わせ、楽しむ中で体を動か
す」活動です。楽器の練習で
はなく、音楽とのよい付き合

い方の素地になることを目指
しています。 

④花まる学習会 
　子ども達が「学ぶことって
楽しい！」と感じられるよ
う、多くの切り口から好奇心
を刺激してくれ、認めてくれ
る指導です。小学校低学年ま
で通うことができます。 

⑤墨庵 明照幼稚園教室 
　年中・年長・大人を対象に、
週に一度「お習字・書道」の
活動があります。硬筆やお箸
の持ち方も指導します。 

⑥メイリオ　サッカークラブ 
　年少児からを対象に、サッ
カーを通じて楽しく身体を動
かします。経験豊富なコーチ
が指導します。 

定期イベント 
　NPO法人（図書館司書が
中心）や保護者有志による
「絵本の読み聞かせ会」が行
われています。 

　幼稚園では、お弁当を持参いただいています。健やかな体と共に、
親の思いを感じ、感謝の気持ちも育てたいと考えております。また、
課外活動は量的フォローアップと「磨きをかける」ことを意図し、厳
選して週１回ずつ行っています。

人生を楽しみ、主体的に社会を作る子どもを育てるー明照幼稚園



子育て、いっしょに…

ひよこぐみ 
　令和６年度より、「誰でも
通園制度」を活用して「ひよ
こぐみ」を行っています。
１～２歳児の（複数）月単位
での預かり保育です。幼稚園
の豊かな環境の中でお子さん
に様々な体験をしてもらうと
共に、親御さんにとっても
ホッと一息ついていただく時
間にもなります。 

子育て広場「わかば」 
　０歳児親子クラス、１～２
歳児親子クラスで活動してお
り、対象は幼稚園入園前の母
子です。
「わかば」では"親子の絆作
り"を応援します！
　お母様が安心して楽しく集
える場所を提供し、親子同士
の繋がりを持てるようにお手
伝い…主役はすべてのママと
お子さんです。
お母様が笑顔溢れ、毎日自信
を持って過ごせるように、子
育ての知恵やヒントを学びま
しょう。 

満３歳児保育「ふたば」 
　令和３年度より、既に5年
の実績があります。週5日、
子どものみのクラスです。き
め細やかに、子ども達の活動
と成長を後押しします。 
　クラス設定・参加要件が細
かいので、詳しくはホーム
ページを御覧ください。お誕
生日月以降は「明照幼稚園入
園」となります。最初の考査
は、前年度の１２月に行われ
ます。 

PTA活動 
　幼稚園での生活がより充実
した経験となるよう、様々な
環境作りなどにお手伝いいた
だいております。活動を通じ
て保護者間の仲が深まる姿も
見られます。 

子育て相談 
　地域の教育センターやカウ
ンセラーと連携し、子育ての
情報提供や悩み相談の橋渡し
も行います。また、カウンセ
ラーの紹介も行います。 

　幼稚園の目的は、子ども達の成長を保証する事です。育ちのより豊か
な環境作りのために、「子どもを育てる」お母さん方の支援として保護
者向け「わかば」や、文京区定期預かり事業「ひよこぐみ」があります。
また、満３歳児週５日登園「ふたば」も始まっています。

人生を楽しみ、主体的に社会を作る子どもを育てるー明照幼稚園



学年だより・園だより 
　学年だよりでは、ふたばぐみから年長組まで、それぞれ
の学年ごとに日々の様子、行事予定や持ち物などが載りま
す。ふんだんに写真を用いた毎月の振り返りも、どうぞお
楽しみに。 
　一方、園だよりでは、園長が考えていることや子育てに
繋がる事柄をお伝えし、月の行事予定と共に、それらの行
事の意義や、それを通して感じて欲しいこと等を載せてい
ます。 

ホームページ 
　幼稚園の基本的な紹介が載っています。また全体的では
ありますが、リアルタイムに園長が日々見つ
けたシーン、感じたり考えた事をブログに
綴っています。また保護者の皆様にご協力戴
いてアンケートを行い、子育ての知恵の交流
に一役買いたいと思っています。 

放課後等 
　放課後、子ども達にとっては園庭開放の時間ですが、大
人達にとっては様々なお話をしたり、子どもの友達とも一
緒に遊べる貴重な時間です。日々起きた事柄について、特
にすぐお伝えすべき事については、少々お時間を頂戴する
こともあります。「大きく広げたい」事も、「小さく収め
たい」ことも。ご家庭と幼稚園の連携～価値観と対応～
が、子ども達の安定した成長を保障しています。

家庭と幼稚園との繋がり
　「行ってらっしゃい」と手を振った後は、子ども達の幼稚園タイム。どんな
経験をし、どんな気持ちでいるのか…。その成長の姿や予定、幼稚園が考えて
いること、ご協力いただきたいこと。日々の放課後、園庭で担任と話せる機会
を設けたり、いろいろなメディアを使ってお伝えし・お伺いします。

人生を楽しみ、主体的に社会を作る子どもを育てるー明照幼稚園
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-明照幼稚園- 
　先生方の話し合いで表現された、「子ども達のステキな姿」とい
うイメージの抜粋です。ほんの僅かですが、ご紹介します。 

入園当初は毎日泣きながら登園していたAちゃん。日中もお母さんを思い出しては寂し
くなってしくしく。それでも涙を拭いて頑張っていました。 
　ある日、クラスの誰よりも大きな声で元気に挨拶をして、お部屋に入って来てくれるよ
うになり、「お姉さんは泣かないの！」とお話してくれ、とても嬉しくなりました。

異年齢での昼食時の事。慣れていない年少の子を年長の子が「ここの席空いているよ」
「一緒に食べよう」等誘っている場面が見られました。 
　異年齢交流の中で、上の学年の子は、兄・姉らしく優しく接する等、上の学年としての成
長が感じられ、とても良い関わりを築いているなぁと感じました。

隣のクラスとの勝負で、「絶対に負けたくない。だから、やらない」と言った男
の子。けれどみんなで「取りあえず相談しよう」となり、結果「相手はこうすること
が多い。だから、こんな時は…」と具体的な分析と作戦を立てることができた。その
結果…は勝ったり負けたりだったけれど、みんなが一人の気持ちを受けとめてくれた
のが、何より嬉しかった。

畑で育てたきゅうりとトマトを収穫し、お部屋で子ども達と食べていたときのことで
す。いつもだったらお替わり続出で、「我先に１つでも多く食べたい！」という子ども達
が、ある日おかわりをして来ませんでした。「どうしたの？」と聞くと、「お休みの子の分、
取っておくのかなあって思って…」。お休みをしたお友達の事を気にしてあげる優しい気持
ちを感じられたと共に、心温かくさせてもらえた瞬間でした。

公式LINE登録 
（最新情報など）

公式インスタグラム 
（保育の様子）

「わかば」 
（園ホームページ）


